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グリコカリックスで再考する微小循環
急性期輸液の体液動態とは

心臓から出た大動脈は分枝を繰り返して直径が5-20µmほどの毛細血管
になる。毛細血管は筋層がなく内皮細胞一層のみで構成されており、こ
こに至ってはじめて血液と組織の間で物質交換が行われて個体の生命は
維持されている。この毛細血管と組織との間で起こる水分や酸素、栄養
分などの体液の移動能のことを血管透過性といい微小循環の維持に不可
欠である。

炎症の急性期には血管透過性亢進により血管内から侵襲部の組織間質に
大量の体液が移行して血管内容量が減少し、微小循環が破綻する。それ
を補うために従来は大量の晶質液を投与することが一般的であったが、
非制限輸液のデメリットが明らかにされ急性期の輸液療法が変革を迎え
ている。この根底となっているのが、血管内外の水移動を規定する
Starlingの式の見直しであり、血管内皮細胞上に存在するグリコカリック
スである。血管内皮グリコカリックスは、血管内皮細胞の表面に存在す
る多糖類や糖タンパク質の総称で、微小血管のトーヌスの調節や血管透
過性の調節、白血球の遊走の調節、血管内血栓の抑制などの働きにより
微小循環の恒常性を維持している。

本講演では血管内皮グリコカリックスによって改訂されたStarlingの式と
急性期輸液の体液動態について解説し、さらにバイオマーカーとしてグ
リコカリックスの利用や血管透過性亢進による循環動態の変化に対して
血管内Volumeの把握を行うためのモニタリングについて概説する。
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